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明治中期における静岡の紺屋

明治中期における静岡の紺屋
―松本家に残る『吾妻紺屋・紺銀』の資料から―

稲　葉　昌　代
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１、はじめに

　昨年、紺屋における今日的課題を掘り起こすため、筆者とほほ同年代を生きてこられた 5

人の人達から、いろいろお話を伺う機会を得た。その一人で父親が戦前戦後と紺屋「紺虎」

を営業してきた静岡市安西在住の鷲巣昭弘氏（昭和 19 生）から、氏の母親の実家である松

本家も元紺屋で、明治の頃の記録があるらしいことを偶然にも知ることになった。

　静岡市に住む多くの人達は、昭和 15 年の静岡大火や昭和 20 年の第二次世界大戦の空襲に

より町の中心部のほとんどが無念にも灰と化す大惨事にあい、これまで生きていた証しであ

る資料や、歴史上の貴重な文化遺産の多くを失ってしまった。記録という記録がない状況の

中、松本家にはかろうじて持ち出された「ふき」の名が染め抜かれた袱紗の中に、紺屋をやっ

ていた頃の記録がほんのわずかながらもあるという。

　今から 20 年ほど前、以前からうわさで静岡の新間家には明治の頃の型紙があるらしいこ

とを聞きつけ、やはり同じ江戸末期から明治を生きた新間嘉兵衛、当時『殿様紺屋』と言わ

れた旧家から、空襲で奇跡的に焼け残った米蔵の中に丸めてあったという型紙を調査する機

会を得た。この件については 1997 年、芹沢銈介研究の一過程として「殿様紺屋・新間家の

型紙」として発表させていただいた。

　今回図らずも静岡空襲をも潜り抜け持ち出された松本家に残るわずかな記録から、松本家

における紺屋の様子、そして明治期における静岡の紺屋の様子を探っていきたいと考えるに

至った。

　また徳川家康の居城があった静岡市には、城下町ならではの職人が住んでいたことによっ

て命名された「紺屋町」も存在している。しかしながら現在においては、紺屋町にはすでに

紺屋を営んでいる家は一軒もない。静岡ではいつごろから紺屋町に紺屋が無くなってしまっ

たのだろうか。そしてまた松本家や新間家が営業されていた明治の中期には、静岡にどれほ

どの紺屋が存在していたのだろうか。

　松本家の資料の分析と共に、『明治前期静岡町割絵図集成』を基に、当時の静岡市内の紺

屋の実態に迫ってみたい。

２、調査に用いた『明治前期町割絵図集成』と江戸時代慶長の町割りについて

　今回調査研究の基盤とさせていただいた『明治前期町割絵図集成』は、明治 29 年天野鎌

太郎氏著作のものである。この原本は戦前静岡市巴町在住の郷土史家北村三郎氏が入手し、
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静岡県立中央図書館に寄贈されたもので、幸いにもその後ずっとそこで保管されていたため、

昭和 15 年の静岡大火や戦時中の空襲の難を免れ、平成元年静岡市制 100 周年を記念して出

版されたものである。

　この『明治前期静岡町割絵図集成』（以後本文簡略して『町割絵図』と表示する）の原本

作成時期については、所蔵先の静岡県立中央図書館側では明治 18 年頃のものと考えられて

いるようであるが、平成元年出版にあたって『町割絵図』の解説をされた山内政三氏も、氏

の独自の調査研究により明治 17 年末から同 18 年にかけて作図されたものではないかと推測

されている。

　この資料の町割りすなわち区画整理は、基本的には江戸時代初期に制定された「慶長の町

割り」が生かされたものである。この「慶長の町割り」とは、徳川家康が慶長 11 年（1606）

の末、駿府を隠居の地と定め慶長 14 年駿府城完成に至った時、引き続き府内市街地の区画

整理を行ったもので、それが今日「慶長の町割り」として知られるものである。

　一般的に城下町には駿府に限らず有事の際の戦略上の迷路小路がたくさん設けられたが、

「慶長の町割り」は、これまでの小路を最小限に留め、南北を縦とした府内各町を碁盤型状

の大阪・名古屋と同類の典型的な通路網を構成し、その基盤は 400 年を経た今も静岡市街地

の通路網となっている。そして現在もなお「慶長の町割り」で用いられたその名が多く残っ

ている。

　今回調査に用いた『町割絵図』は、この「慶長の町割り」を基盤にして作成されたもので

あるが、先述の通りこれは明治 17・8 年の頃のものではないかと、県立中央図書館の調査も

解説者の山内氏も解説されている。しかしこの『町割絵図』には、戦国時代には欠くことの

できない鎧・兜・小手・すね当て、そして弓矢に至るまで皮革を用いての業者が住んでいた

「慶長の町割」の時代には“毛皮町”と言われ、後に“白山町”と改称された町名がないこ

と、そして明治 5年頃まで“華陽院門前町”と呼ばれていた町が、明治 22 年市制施行頃に

使われている“誉田町”となっていること、また明治 5年には草深町となっている町名が、

『町割絵図』では西草深になっていること等、明治 22 年市制施行頃の町名とほとんど重なる。

このようなことから判断すると、『町割絵図』における内容は明治 17・8 年の頃でも、町名は、

明治 22 年以降の著作時の明治 29 年に近い頃に用いられていた町名ではないかと思われる。

　なお、“車町”が『町割絵図』に掲載されている「改正静岡市全圖」上には見当たらないが、

『町割絵図』の中には確認できるので、その範疇で紺屋の位置を確定させていただいた。

　いずれにせよ、この『明治前期静岡町割絵図集成』は当時の族称・職業・戸主名・家族・

同居人・雇人の男女別人数が一戸ごとに記入され、明治中期の静岡での様子が垣間見られる

貴重な資料である。今回この資料を用いて、明治中期における静岡市内の紺屋がどのような

場所で営業していたのかを調査するのは大変興味深い。

3、静岡市明治中期における紺屋の一覧と分布図

　全容は、巻末に資料１「明治中期における静岡市紺屋の一覧」と資料 2「明治中期におけ

る静岡市内紺屋分布図」として当時の地図上に表示した通りである。

　資料 1から紺屋の形態と軒数を集計したものが、次の表 1である。

　明治前期・中期における静岡市には、52 軒の紺屋と紺屋職人として自立されている男性 1
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人が確認できた。今回用いた『町割絵図』には、何

故か、当時安西 1丁目に住まわれていた筈の鷲巣家

が抜け落ちている。関係者の証言や戸籍謄本での確

認によりこの表には、家族と職人の項に鷲巣家を加

えた数でまとめさせていただいた。

　この表から江戸時代にはほとんどがそうであった

（『日本職人史序説』）ように、夫婦での家族経営の

様子が 75％、また弟子や使用人等の職人を抱えての紺屋は全体の 23％であった。昨年取材

させていただいた由比の『正雪紺屋』では、線路が伸びるたびに仕事が増え、時代の流れに

よる生活の変化と経済的な成長が、名入りの暖簾・袢纏・前掛け・旗・更には反物等、紺屋

への需要が伸びたというお話を伺ったが、ここ静岡でも職人や弟子を抱えての経営が増加し

ている様子が伺える。

　さらに資料 1からは、紺屋が存在する町あるいはその近隣に、呉服商、古着屋、仕立職、

織屋といった職業の人たちが存在していることが理解でき、関連業者として共存共栄といっ

た形で営業されていたのではないかと思われる。また利用者にとっても利便性があり、明治

中期の衣生活における生活文化が垣間見られる。

　また資料２からは、紺屋は町内に一軒といったものではなく、東海道や、安西通り、久能

に続く道といった街道筋に存在していることが一目瞭然に理解できる。

　『駿府の城下町』の中に、元静岡市教育長・元常葉大学教授織田元泰氏の「駿府 96 ヶ町を

歩く」の記述がある。氏は駿府では徳川忠長失脚後は城郭はあっても城主不在という極めて

まれな城下町であることを提示しつつ、駿府城下町を構成する 96 ヵ町をテーマにその町の

変遷や城下町の基本的な課題、さらには同業者の集住について、これまで知られていなかっ

た駿府 96 ヶ町の生きた姿を浮かびだされた。多くの信頼できる史料を基に緻密な精査と独

自な考察とを加えた貴重な文献である。代表的な職人町を取り上げての分析であるが、その

中に紺屋町の記述がなかったことは筆者にとって誠に残念であった。氏の研究においても幕

末まで同業者集住の傾向が強かった町も、明治維新後の鉄道開通、安倍川橋架橋といった近

代化の大波の中で、同業者集住制は急速に崩壊してきているこ

とが示されている（『駿府の城下町』P236）。この資料 2からは、

同業者が固まって営業していたすなわち紺屋町で紺屋職人がい

たという（後述）家康時代とは大きく変わり、織田氏が記述さ

れていることを裏付ける結果であった。

　ところで、地図上でも確認できる伝馬町に位置する松本家の

紺屋が、松本家に残る資料から当時用水の上にあったことは大

変興味深い。

　『東海道駿府城下町（上）』によると、駿府城下には、名物の

一つとされる町中を縦横に流れる「駿府用水」があり、街中の

浄化に大きく貢献していた。徳川家康が重なる安倍川の氾濫に

よる災害を防ぐため薩摩土手を整備し市内の用水を完備された

が、その薩摩土手から安倍川の水を取り入れる主な取水口は、

筆者が小さい頃住んでいた学区にあってよく遊んだ井宮水門、

表１．明治中期における
静岡市紺屋の形態と軒数

紺屋の形態 軒数 割合

家族（基本的に夫婦） 38 72％

家族と職人 14 26％

職人として自立 1 2％

　　計 53　　　100％

資料 3．松本家に残る官有
用水路上使用の義ニ付願書
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ところで、地図上でも確認できる伝馬町に位置する松本家の紺屋が、松本家に残る資料

から当時用水の上にあったことは大変興味深い。 
『東海道駿府城下町（上）』によると、駿府城下には、名物

の一つとされる町中を縦横に流れる「駿府用水」があり、街中

の浄化に大きく貢献していた。徳川家康が重なる安倍川の氾濫

による災害を防ぐため薩摩土手を整備し市内の用水を完備さ

れたが、その薩摩土手から安倍川の水を取り入れる主な取水口

は、筆者が小さい頃住んでいた学区にあってよく遊んだ井宮水

門、そして安西水門、一番水門の三ヶ所であった。途中からは

鯨ヶ池を水源とする用水と合流し、「駿府用水」は人々の生活

から切り離せないものとなり、城下の隅々にまで供給されてい

た。 
若尾俊平氏は『駿府の城下町』の中で「駿府用水」の大き

な目的は、一つには駿府城の壕の水を取ること、二つには農

業用水としての利用、三つ目には城下の消火用水としての役割があったのではないかと述

べている。そしてこの用水の管理には専門の役人が置かれ、保全のためにいろいろな手段

が講じられた。 
ここに明治 3年（庚午）12月の「町触」がある。 

“用水路江塵あくた捨べからざる様相触置処、間々心得

違の者も有之哉に相聞、以之外之事に候。以来相背も

の有之においては、過怠として日数三十日の間、用水路

塵芥掃除可申付候事。”（『東海道府中宿』ｐ10） 
� そこには用水路に塵を捨てた者には、30日もの間
掃除をしなければならないことを知らしめたもので

あった。従って、用水に流れる水は常にきれいで、

その用水から引き込んだ枝川の水は、家の前の打ち水として人々に利用されていた。 
現在市内の用水は暗渠となってなかなか目にすることはできないが、浅間神社の周りを

東側から北に回り込んでいる流れを確認することができる。またその用水の一筋は、駿府

城の堀の湧水が現在のセノバあたりから南下し、東海道を横切って松本家の下を流れ、宝

泰寺から曲金へと流れていった。この用水の上に松本家はあり、その用水路を利用しての

紺屋であった。松本家には、同じ状況であった望月藤吉と連盟で明治二十年から二十四年

までの水路使用願書が残っている。これは当時の静岡県知事関口隆吉氏に願い出たもので、

使用料として松本家では十坪分を１ヶ年に七十銭支払うことになっている。 
今回他の紺屋一軒一軒を検証できてはいないが、当時の用水は、静岡における明治の紺

屋の繁栄を支えた一要因ではないかと考え、今後の課題としたい。 
また『東海道駿府城下町(上)』の中に“駿府城下においては、悪水（汚れた水）を出す職
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る。またその用水の一筋は、駿府城の堀の湧水が現在のセノバあたりから南下し、東海道を

横切って松本家の下を流れ、宝泰寺から曲金へと流れていった。この用水の上に松本家はあ

り、その用水路を利用しての紺屋であった。松本家には、同じ状況であった望月藤吉と連盟

で明治二十年から二十四年までの水路使用願書が残っている。これは当時の静岡県知事関口

隆吉氏に願い出たもので、使用料として松本家では十坪分を１ヶ年に七十銭支払うことに

なっている。

　今回他の紺屋一軒一軒を検証できてはいないが、当時の用水は、静岡における明治の紺屋

の繁栄を支えた一要因ではないかと考え、今後の課題としたい。

　また『東海道駿府城下町（上）』の中に“駿府城下においては、悪水（汚れた水）を出す

職業集団の町は流れの末端におかれていた。これは上流で悪水を流されると公害のもとにな

るための配慮からである。”（P148）と記されているが、改めて当時の地図で紺屋町の位置

を確認すると、確かに紺屋町そのものは駿府城に近い場所ではあるが、後は農村地域に流れ

て行っていることがわかる。

　改めて駿府城下の街造りの巧妙さに驚かされる。

４、静岡市における紺屋町の存在と衰退

　さて静岡市には、冒頭に記述したように、「紺屋町」という名の町がある。その町名の由

来は『駿國雑誌』（天保 14 年）には

＊「紺屋町」　有度郡に隷り、一町あり。往昔多く紺掻住利、故に名とす。此町は新谷町と、

傳馬町の間より入町にして、金米山寶臺院浄土の裏門に通ぜり。”（原文のまま）

＊鈴木雄蔵著『静岡市町名の由来』では、“紺屋とは『染物』業者のことで、往時この町に
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べている。そしてこの用水の管理には専門の役人が置かれ、保全のためにいろいろな手段

が講じられた。 
ここに明治 3年（庚午）12月の「町触」がある。 

“用水路江塵あくた捨べからざる様相触置処、間々心得

違の者も有之哉に相聞、以之外之事に候。以来相背も

の有之においては、過怠として日数三十日の間、用水路

塵芥掃除可申付候事。”（『東海道府中宿』ｐ10） 
� そこには用水路に塵を捨てた者には、30日もの間
掃除をしなければならないことを知らしめたもので

あった。従って、用水に流れる水は常にきれいで、

その用水から引き込んだ枝川の水は、家の前の打ち水として人々に利用されていた。 
現在市内の用水は暗渠となってなかなか目にすることはできないが、浅間神社の周りを

東側から北に回り込んでいる流れを確認することができる。またその用水の一筋は、駿府

城の堀の湧水が現在のセノバあたりから南下し、東海道を横切って松本家の下を流れ、宝

泰寺から曲金へと流れていった。この用水の上に松本家はあり、その用水路を利用しての

紺屋であった。松本家には、同じ状況であった望月藤吉と連盟で明治二十年から二十四年

までの水路使用願書が残っている。これは当時の静岡県知事関口隆吉氏に願い出たもので、

使用料として松本家では十坪分を１ヶ年に七十銭支払うことになっている。 
今回他の紺屋一軒一軒を検証できてはいないが、当時の用水は、静岡における明治の紺

屋の繁栄を支えた一要因ではないかと考え、今後の課題としたい。 
また『東海道駿府城下町(上)』の中に“駿府城下においては、悪水（汚れた水）を出す職

資料�．松本家に残る官有�
用水路上使用の義ニ付願書�

資料４．用水路上の松本家の位置�
明治��年地図（松本家所蔵）�
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御用染物師が住んでいたからそれにより町名となった。（同ｐ 25）”

＊『明治前期静岡町街割図集成』には、“慶長年間（1596 ～ 1625）に染物師が居住したこ

とによる（Ｐ 364）”とある。

＊『静岡町名の由来』にも、“家康在城時代にお城御用の染物師（紺屋）が住んでいたので

町名となった。（昭和 50 年発行飯塚伝太郎著ｐ 24）”

　これらの記述から紺屋町には、慶長年間に御用染物師と言われた紺屋職人が住んでいた町

であり、それゆえに町名になったことが理解できる。

　日本での都市研究の先駆的な研究書となった小野均氏の『近世城下町の研究』には“全国

81 の城下町には、全国的に共通する町名が少なくない”と氏の豊富な資料の基に実証され

た商工業者の居住地域は、全国 81 の都市中、鍛治町 47、紺屋町 31、大工町 31 と多数あり

その他細工町・檜物師町・職人町 ･瓦町・金屋町・研屋町（磨屋町）･工町（匠町）・大鋸

町（鋸町）・畳町（畳屋町）・鉄砲町（鉄砲屋町、石火屋町）・吹屋町・革屋町・鋳物師町・

舟大工町・鍋屋町・塗師町・曲師町・鞘師町・左官町・桶屋町（樽屋町）・作事町・小道具町・

釜屋町・網屋町・傘屋町・紙漉町・白銀町とある。（同ｐ 88）

　ここに列記された町はすべて同業者集住の町であり、職人の労働力を把持しすることは城

下町としての軍事的な対応の一つとして重要な意味を持っていたと氏は述べている。中世に

於いては職人の所在が分散し、有事の際にはかなり遠くの地にあっても馳せ参じていたが、

このような体制では統一のとれた強固な体制は誇示できず、多くの城下町では大きな権力の

基に意図的につくられたのであった。

　この資料から 全国的にも“紺屋”は多くの城下町で欠かせない職業のひとつであり、そ

の城下町を構築していく上での要の一つであったことが理解できる。

　静岡育ちの筆者は、おぼろげながら小さいころ「紺屋町」に確か“紺甚”1軒の紺屋があっ

たことを記憶している。今回明治 17・8 年頃作成された『町割絵図』を検証したところでは、

当時紺屋が 1軒のみ確認できたが今日にはすでにない。

　いったいいつごろから紺屋町には紺屋がみられなくなったのだろうか。

　前述したように今回資料源として用いた『町街割図』には、紺屋町は“慶長年間（1596

～ 1625）に染物師が居住したことによる（Ｐ 364）”と、かなりはっきりと染物師がいた期

間を限定している。また『駿河国新風土記』には、“紺屋町、往古染物師の居たるを以て名

づく、また御用染物師ありきともいふ、今詳かならず、”（P225, 原文のまま）とある。この『駿

河国新風土記』は新庄道雄の手によって著わされたものであるが、氏が亡くなられたのは天

保 7年 11 月 27 日（同 P10）。即ち天保 7年（1837）にはとうに職人はいないことがわかる。

確認のため『天保 13 年（1843）寅 11 月の紺屋町絵図』（県立中央図書館所蔵）を拝見しても、

紺屋は 1軒も見つからなかった。

　これらの資料から、すでに天保年間には紺屋町に紺屋が存在していないことが理解できる。

職業が町名と結びついた町となれば、おそらくもっと多くの染職人がいて、時代を超えて引

き継いでいたのではないかと期待をしていたが、それを立証する資料を見つけることができ

なかった。

　なぜ紺屋町に紺屋が無くなってしまったのだろうか。この件についてあれこれ考えている

中で、徳川家康在城の頃からの人口の変化がその秘密に大きく関わってはいなかっただろう

かと考えるに至った。
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　『東海道府中宿』の著者漆畑氏によれば、“府中の人口は家康在城時代には、政治の中心が

江戸から駿府に移った形になり、駿府勤番として沢山の幕府の役人や近衛兵にあたる定番、

加番に若い旗本などが沢山江戸から派遣されて来たし、また諸国から一旗揚げようという商

人が続々と集まってきて「駿府政治録」によると、当時の人口は十万あったと記されている。

その後政治の中心が江戸に移り、駿府は忽ち衰微して、その後は大体一万六、七千になって

いる。”（p6）とある。

　これを裏付ける資料として『静岡市史近世』の中に、駿府の人口資料（p561）がある。こ

れを見ると確かに家康が在城中は「ドン・ロドリゴ日本見聞録」より駿河市の人口約 12 万、

また「ヴィヴェロ日本見聞録」から約 10 万と記されていることがわかる。

　家康が大御所政治を展開した 10 年間は、事実上の首都であって駿府には多くの外国人が

やってきた。家康も外国の情報を取り入れることには積極的であった。その一人であるスペ

イン人ドン・ロドリゴ・デ・ヴィヴェロはかなり詳しく家康他駿府城の内容を記している。『静

岡市史近世』の資料に現れた数字は、それぞれ異なった目的や意図で作成されたもので、そ

のまま比較したりすることはできない。家康在城中の数字は確かに信じがたいものがあるが、

享保７年（1722 年）の人口は 17,090 人となり、後年の数字と比較してみると、家康在住の

頃は多くの人数がいただろうということは推察される。そして家康亡き後の人口減は著しい

ことがみえる。

　若尾俊平氏は、“家康の城下町として形成された駿府の町は、頼宣・忠長までは城下町と

して機能していた。城下町は城主の領国支配という政治的・経済的活動をすすめる為に機能

する町が、それ以後は城下町の余光にすがって生き続けたいわば城下町のしっぽをひきずっ

た町と思える”（『駿府の城下町』P110）と述べているが、家康亡きあとの状況がイメージ

として非常に掴みやすい表現である。

　要するに家康の城下町として人為的に形成された駿府の町には、ご城下ご用達の紺搔屋を

集め「紺屋町」という町までが組織化されていた。しかし城郭はあっても城主不在という家

康亡き後の急激な人口減は、政治的・経済的活動が機能できず、紺屋町から紺屋職人がいな

くなっていったのではないだろうか、ということが想像できる。所詮駿府城は家康あっての

城であり、紺屋町も家康あっての紺屋町であったのかも知れない。

　家康亡き後の駿府城には、熊まで住んでいたようだ。小和田哲男氏が東京国立公文書館に

ある内閣文庫（江戸城内にあった将軍の図書館紅葉山文庫の後身）で駿府城関係の資料を調

べている時、「文鳳堂雑纂」という本の中から見つけられたという、おそらく新発見と思わ

れると紹介された資料は、「享保 16 年（1731）10 月 18 日駿府城内で鼻先から尾先まで 5尺

（1.5 メートル）の大きな熊が捕まえられた。」というものである。小和田氏ですら“荒れ果

てた江戸時代後期の駿府城は狐や狸のすみかになっていたというが、熊まで住んでいたとは

私にとっても意外であった”（『家康と駿府城』p122）と記されている。荒れ果てた駿府城

の様子が垣間見られ、大変興味深い。

　このような状況は駿府城下だけではなく、小野均氏の研究によれば、都市の発展と時代の

推移は、職人達は定められた職人町以外にも散在するようになり、職人町は他種の職人や商

人達も混じるようになって、その職人町の性質を失脚したとある。

　ここで気になるのは、染め職人が「紺屋町」に住み、お城に通って仕事をされたのか、あ

るいはその場所にいてすなわち居職経営をされお城の仕事を受けていたかである。
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　そこで、いくつかの文献等資料から家康在住の駿府城の平面図を確認すると、城内に米蔵

や馬屋等は確認できるものの、染色に関わる名前やそれらしき場所は確認できない。小和田

哲男氏の著書『家康と駿府城』「黄金の時代の駿府城の構造」の章にご城下を案内するくだ

りがあるが、二の丸には塩硝蔵（火薬庫）や鉄砲蔵も紹介されているが、残念ながら染色に

関る場所や設備等の名前はどこにも出てこない。

　要するに、城内には染物職人が仕事をする場所はなかったいうことが見え、ここでは素直

に紺屋町には御用染物師が居職経営をされながら生活をされていたと考えるべきであろう。

５．静岡宿松本家と静岡宿近隣の移り変わり

　

　さて、松本家の存在する静岡宿はどのような状況であったろうか。

　漆畑彌一著『東海道府中宿』には、明治 20 年の地番・職業・家族数・雇人数・同居人を　

記した当時の地図によって作成された「宿場住人明細書」が載っている。

　その資料から整理してみると、当時この町内には仕立職２軒、古道具質屋を併設する古着

屋を含め、古着屋は 4件、更に興味深いことに、木銭宿に同居する愛知県士族古着商箕月義

武も確認できる。

　今回用いた伝馬町を静岡宿と言っていた明治 17，8 年頃の『町割絵図』には、この当時同

じ区域で、仕立職として 2軒が確認できるが、この 2軒は、明治 20 年の時にもそのまま継

続して営業を続けている人達であった。

　ここで年代が似かよってはいるが、この 2冊による町割り図を比較検証してみよう。

表 3．『明治前期静岡町割絵図』と『東海道府中宿』による紺屋と関連業種の比較

町名
明治 17・18年頃『静岡町割絵図』より 明治 20 年『東海道府中宿』より

紺屋 関連業種 紺屋 関連業種

静岡宿（伝馬町） 松本銀蔵 仕立職 2 松本銀蔵 仕立職 2・古着商４

（同居人）古着商１

誉田町 高山硯次郎 0 高山硯次郎

院内町 大橋豊作 0 大橋豊作 古道具・古着商 2

下横田町 冨山安五郎

前田茂吉

呉服太物小賣 冨山安五郎

前田茂吉

呉服太物小売１

上横田町 0 0 （職人）

長谷川房次郎

0

猿屋町 0 0 0 古道具・古着商 1

『明治前期静岡町割絵図』・『東海道府中宿』「宿場住人明細書」より作成

　このように明治になって、この区域では紺屋の数は同じであるが、明治 20 年には古道具・

古着商が増えているのが確認できる。たった 2年の内になぜこのように急激にこの業種が増

えたのだろうか。その大きな理由として主として士族の人口移動が考えられる。

　『県統計書』（県立中央図書館蔵）から『明治前期静岡町割絵図集成』作成の頃（明治 17 年、

18 年）の人口を調べると次のとおりである。
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表４．士族と平民の人口の変化

士族 　　 戸　　　主 家　　　族

明治 17 年 総計 2,398 人 総計 7,698 人

（男）2,318 人　（女）80 人 （男）2,690 人　（女）4,980 人

明治 18 年 総計 2,104 人 総計 6,527 人

（男）2,030 人　（女）74 人 （男）2,315 人　（女）4,212 人

平民 戸　　　主 家　　　族

明治 17 年 総計 6,722 人 総計 21,102 人

（男）6,303 人（女）419 人 （男）7,814 人（女）13,288 人

明治 18 年 総計 6,764 人 総計 21,358 人

（男）6,402 人（女）362 人 （男）7,791 人（女）1,567 人

『県統計書』より表作成

　静岡市街における士族は表に見られるようにたった 1年の間においても、約 300 戸弱減り、

人数にして 1,300 人弱が減っている。その逆に平民は 40 戸増えている。

　明治維新という時代の大きな流れの中で、士族は運命的な生活の変化を責められ、明治初

期において特権を持っていた士族も、多くは再び東京に戻ったが、時代を経るに従って出身

地の国元に帰ったり、士族の人数は急速に減少していった。『東海道府中宿』の「宿場住民

明細書」からは、特に伝馬町には明治維新の際多くの無禄移住をしてきた旧幕臣のためにた

くさん長屋が造られたが、その後 20 年経ってもそれらがまだ残っていて、空き家になって

いるものもみえる。中には町屋や長屋に住んで職業替えを余儀なくされた士族や、空き家の

後に人力車夫や日雇いの者が入っているのが目につく。

　特に伝馬町は武家屋敷に近隣していた町である。移転していった士族の後片付けともいえ

る処理の一端として、古道具・古着屋が増えたのではないかと考える。また氏族の中にも古

着商として在住していたことは、前述したとおりである。

６．甲州屋紺屋松本家

（1）松本家の歴史

　激しい時代の移り変わりの中、静岡宿にある松本家はどのような状況であったろうか。

　何回もお伺いし、お話いただいた松本正治ご夫妻からの記録である。

　現在の松本家は静岡市の都市計画の下、区画整理はされたものの、基本的には静岡宿で紺

屋をやっていた頃の場所にビルを建設され、ビルと隣合わせに居を構えておられる。

　さて、紺屋松本家の営業については資料５のとおりである。

　松本家は江戸時代中期宝永年間（1704 ～ 1710）府中宿伝馬町で、間口４間程度の旅籠屋『甲

州屋』を開業されていた。当時の旅籠屋は、間口が三間から六間が普通で、多くは二階建で

天保 14 年の調査の「東海道宿村大概帳」によれば 43 軒あり、大 3・中 21・小 19 と分けら

れていたようである（漆畑彌一著『東海道府中宿』P43）。しかしその基準は示されておらず、

営業面積なのか、収容人数なのか、宿泊代なのかわからない。おそらく当時の宿賃から上旅
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籠・中旅籠・下旅籠とあったことから、このような仕分けがされていたのではないかと漆畑

氏は述べているが、果たして松本家の『甲州屋』がどこに入っていたのかは定かでない。

　初代は甲州屋伝兵衛。その後半七、幸次郎を襲名して幕末まで 150 年間もの間『甲州屋』

の屋号で営業していた。こんなにも長い間旅籠屋を営業されていたのには、東海道のこの宿

場そのものの繁栄があった。この静岡宿が最も栄えていたのは、徳川家康が幼少の頃この地

にいたこと、富士山や連なる山々が美しいこと、お米の味が天下一品であること、要害とし

て最も堅固の地であること、参勤する大小名達の便利さを挙げ（『大御所徳川家康の城と町』

P112）、徳川家康がこの地を居城として選び移られた慶長 12 年（1607）から亡くなられた

頃元和 2年（1616）の間と、参勤交代が始まった寛永 12 年（1635）から参勤交代が廃止に

なった文久二年（1862）までの間であった。宝永年間に営業を始められた松本家の『甲州屋』

は、すぐ向かえに“本陣”、隣には“脇本陣”そしてまた近くには“芝居小屋”があったため、

安定した旅籠屋が営業できていた。しかし参勤交代が廃止されるや宿場は急激にさびれ、『甲

州屋』もその三年後慶応元年（1865）旅籠屋を廃業し、染物職人として技術をもっていた当

時の当主安次郎によって『甲州屋紺屋』の営業を始められた。

　明治初年は、紺屋としてかなり繁盛していたようで、その後、隣の家屋・敷地を購入し、

間口は 10 間半となった。

　しかし明治 9年 12 月 30 日に江川町から出火した火災によって、「延喜式神名帳」にも載

る元は横田駅の守護神として華陽院辺りにあった歴史を重ねた小梳神社（現在は西武百貨店

の前にある）も、そして伝馬町方面も焼き尽くされたが、この火災で松本家も類焼されたよ

うだと正治氏は言われる。

　その後再建された『甲州屋紺屋』は順調に繁盛し、宝泰寺西側の土地も購入して張り場と

して利用していた。

　安次郎は 40 歳の若さで亡くなったが、『甲州屋紺屋』は職人を雇って染物業を続けたよう

である。安次郎の子ども銀蔵はまだ若く、安西の鷲巣家に修行に出された。昨年取材に応じ

て下さった鷲巣昭弘氏の生家である。しかし、前述の通りなぜか、今回用いた『明治初期静

岡町割絵図集成』には、紺屋として、また鷲巣としての記名が安西の地から抜け落ちている。

地図上で確認できないのがはなはだ残念であるが、松本家から鷲巣家へ娘を嫁がせている関

係からしても、当時から静岡宿の松本家と安西の鷲巣家とは、深い関わりがあったことは想

像できる。鷲巣昭弘氏は母親から口伝えで聞いており、また親戚でも当然の事実として納得

されているが、鷲巣家においてもこの当時の内容を知る記録もなければ、語り継ぐ人もすで

にいない時代になってしまっている。今回氏に戸籍謄本等で確認していただいたところ、資

料５のとおり天保元年（1859 年）有度郡下川原新田に生まれた鷲巣作蔵が、安政 6年（1859

年）に分家し安西に移り住んだことがわかり、その作蔵に松本銀蔵が修行したであろうこと

が明らかになった。

　明治 17、8 年頃、銀蔵は伝馬町に戻り、屋号を『吾妻紺屋紺銀』と改め営業を続けた。

　現在松本家の居間には、大正時代の『吾妻紺屋紺銀』の絵が掛けられている。そこには中

央に大きく『吾妻紺屋』、左隅に小さく『紺銀』と白く染め抜かれた藍染の大きな暖簾がかかる、

立派な構えの紺屋が描かれている。

　これは絵が好きだった幸次郎が原画を描き、それを基に、当時人物や映画の看板を描いて

いた画家・久保田光亭氏が模写し完成をみた作品である。作品の右側で屋根が一段低くなっ
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ているところが工場であった。この絵を見ても、松本家の紺屋が大きな店構えの紺屋であっ

たことが伺える。また店の前の伝馬町通りを往来する人々の様子から、大正時代の風俗が垣

間見られ大変興味深い。

　戦後、八代目当主松本幸次郎は合資会社「松本染工所（まつ本）」を設立し、京都との取

引きで京染を始めた。昭和 57 年幸子様の父親である幸次郎氏が亡くなられたその後、3年

間は従業員の職人が継続してくれた。その職人が 70 歳になられた時を期に染職の仕事はや

められたが、“悉皆”としての仕事は、亡くなられた母親と一緒に携わっていた幸子様が今

も引き継いでいる。ご主人の正治氏は大手会社に勤務され各地を転勤されていたが、定年退

職後現在のビルと住居を新築され、ご夫妻共に安住に過ごされておられる。

（2）松本家の営業の様子

　松本家には、明治 9年の火災・昭和 15 年の静岡大火・そし

て昭和 20 年の空襲とで、静岡宿と言われていた頃の面影は何

一つなく焼け尽くされたという重なる災難から風呂敷に包み持

ち出された、現在もなお残る当時の書類がある。

　その中の一つに、松本銀蔵が明治 30 年営業名及び課税標準

届として名古屋税務管理局長司税官岩崎竒一宛に提出された書

類がある。（資料７）

　紺屋の記録がなかなか存在しない静岡において、当時の染め

物店の経営状況の一端が見える貴重な資料である。

　この資料をみると、一度明記した上を、その記入した文字や

数字が消えないように線が引かれ、新たに記入された文字や数

字が確認される。それは一度書いたものを訂正したものではな

く、後年になって変化の記録を記入したものではないかと認識

するに至り、最初に記入された文字・数字をここでは明記するものとする。

　表紙には
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る元は横田駅の守護神として華陽院辺りにあった歴史を重ねた小梳神社（現在は西武百貨

店の前にある）も、そして伝馬町方面も焼き尽くされたが、この火災で松本家も類焼され

たようだと正治氏は言われる。 
� その後再建された『甲州屋紺屋』は順調に繁盛し、宝泰寺西側の土地も購入して張り場

として利用していた。 
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応じて下さった鷲巣昭弘氏の生家である。しかし、前述の通りなぜか、今回用いた『明治

初期静岡町割絵図集成』には、紺屋として、また鷲巣としての記名が安西の地から抜け落

ちている。地図上で確認できないのがはなはだ残念であるが、松本家から鷲巣家へ娘を嫁

がせている関係からしても、当時から静岡宿の松本家と安西の鷲巣家とは、深い関わりが

あったことは想像できる。鷲巣昭弘氏は母親から口伝えで聞いており、また親戚でも当然

の事実として納得されているが、鷲巣家においてもこの当時の内容を知る記録もなければ、

語り継ぐ人もすでにいない時代になってしまっている。今回氏に戸籍謄本等で確認してい

ただいたところ、資料５のとおり天保元年（1859年）有度郡下川原新田に生まれた鷲巣作
蔵が、安政 6年（1859年）に分家し安西に移り住んだことがわかり、その作蔵に松本銀蔵
が修行したであろうことが明らかになった。 
明治 17、8年頃、銀蔵は伝馬町に戻り、屋号を『吾妻紺屋紺銀』と改め営業を続けた。 

 
� � � � � 資料６．� � 大正時代の『吾妻紺屋』の絵� � � � 作品（縦 42cm×横 108cm） 
現在松本家の居間には、大正時代の『吾妻紺屋紺銀』の絵が掛けられている。そこには

中央に大きく『吾妻紺屋』、左隅に小さく『紺銀』と白く染め抜かれた藍染の大きな暖簾が

かかる、立派な構えの紺屋が描かれている。 
これは絵が好きだった幸次郎が原画を描き、それを基に、当時人物や映画の看板を描い

ていた画家・久保田光亭氏が模写し完成をみた作品である。作品の右側で屋根が一段低く

資料６．大正時代の『吾妻紺屋』の絵　　　　作品（縦 42cm×横 108cm）

資料 7
名古屋税務管理局長宛書類
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を始めた。昭和 �� 年幸子様の父親である幸次郎氏が亡くなられたその後、�年間は従業
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れたが、“悉皆”としての仕事は、亡くなられた母親と一緒に携わっていた幸子様が今

も引き継いでいる。ご主人の正治氏は大手会社に勤務され各地を転勤されていたが、定

年退職後現在のビルと住居を新築され、ご夫妻共に安住に過ごされておられる。 

（２）松本家の営業の様子 
 
松本家には、明治 9 年の火災・昭和 15 年の静岡大火・そ
して昭和 20 年の空襲とで、静岡宿と言われていた頃の面影
は何一つなく焼け尽くされたという重なる災難から風呂敷に

包み持ち出された、現在もなお残る当時の書類がある。 
� その中の一つに、松本銀蔵が明治 30 年営業名及び課税標
準届として名古屋税務管理局長司税官岩崎竒一宛に提出され

た書類がある。（資料写真） 
紺屋の記録がなかなか存在しない静岡において、当時の染

め物店の経営状況の一端が見える貴重な資料である。 
この資料をみると、一度明記した上を、その記入した文字

や数字が消えないように線が引かれ、新たに記入された文字や数字が確認される。それは

一度書いたものを訂正したものではなく、後年になって変化の記録を記入したものではな

いかと認識するに至り、最初に記入された文字・数字をここでは明記するものとする。 
表紙には 

明治三十年営業名及び課税標準届           
営業場  静岡市静岡宿二百七十六番地                                

製造業 
紺屋職 

資本金額  金一千弐百四拾一円六拾七銭五□   
 
建物賃貸価格  金七十六円三十八銭三厘 
従業者 四名内職工労役者三名 

賃貸価格  百十円十八銭四□ 
次ページから明細書と続く。 

� � � � � � � � �  明細書 
一 資本金額壱千弐百四拾壱円六拾七銭五厘 

         内訳 
固定資産之部 

            本家                  
工場   共通建物  間口十間半 

                奥行九間   八拾弐坪七合五勺 

資料��
名古屋税務管理局長宛書類�
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明治三十年営業名及び課税標準届　　　　　　　　　　
　　　　　営業場　　静岡市静岡宿二百七十六番地
製造業
　　　紺屋職
資本金額　　金一千弐百四拾一円六拾七銭五□　　

建物賃貸価格　　金七十六円三十八銭三厘
従業者　四名内職工労役者三名
　　　　　賃貸価格　　百十円十八銭四□

次ページから明細書と続く。
　　　　　　　　　　明細書
一　資本金額壱千弐百四拾壱円六拾七銭五厘
　　　　内訳
　　　　固定資産之部
　　　　　　本家　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　工場　　共通建物　　間口十間半
　　　　　　　　　　　　　　　　奥行九間　　　八拾弐坪七合五勺
　　　　　　外　　　　物置　　五坪
　　　　　　　　　　　全坪数八十七坪七合五勺
　　此時価参百五拾壱円也
　　　　　　　　　　　但壱坪　金四円也
　　　　　　宅地三百三拾坪弐合七勺　　
　　　　　　此時価金八百弐拾五円六拾七銭□□
　　　　　　藍瓶弐拾個　此金拾弐円□
　　　　　　染瓶拾個　　〃金六円也
　　　　　　形板拾二枚　〃金三拾円也
　　　　　　釜　　　　　〃金三拾円也
　　　　　　諸器具　　　〃金拾六円五拾銭
　　　　　　　　計金壱千弐百五拾六円拾七銭五厘
　　　　　　　　　　　戸棚　五円
　　　　　　　　　　　　打台　四十銭
　　　　　　　　　　　　築送干場　五円
　　流適資本之部
　　　　　　藍買入金　　　三百四拾円□
　　　　　　灰類　　　　　　拾円五十銭
　　　　　　染料品　　　　五拾五円□
　　　　　　生麩　　　　　　拾三円□
　　　　　　糊粉　　　　　　拾壱円□
　　　　　　薪木　　　　　　五拾六円□
　　　　　　職工給料及食糧　　　　金弐百円□　　　　
　　　　　　計金六百八拾五円五十銭　　　　

　　一建物賃貸価格算定之件
　　　　　　本家　　　
　　　　　　工場　　　共通建物　　間口十間半
　　　　　　　　　　　　　　　　　奥行九間　　　八拾弐坪七合五勺
　　　　　　外　　　　物置　　五坪
　　　　　　全坪数八拾七坪七合五勺
　　　　　　時価参百五拾壱円　　　　　　
　　　　　　此百分ノ十金三拾五円拾銭
　　　　　　宅地三百三拾坪弐合七勺　　
　　　　　　時価金八百□五円六十七銭也
　　　　　　此百分ノ五金四拾壱円弐拾八銭□
　　　　賃貸価格合計金　七拾六円三十八銭□

　　　一従業者算定ノ件
　　　　　　営業主一名職工労役者三名

　右之通り候也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市静岡宿弐百七十六番地
三十年一月□□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本銀蔵
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　この資料からまず全体の概要、そして明細所の固定資産の部、流通資本の部にわけ検証し

ていく。

①全体の概要から

　❖資本金について

　明記された資本金額壱千弐百四拾壱円六拾七銭五□は、どの位のものなのであろうか。

資料からは数字が正確に読み取れない個所や全体の数字が合わない所がある。

　そこで松本家のこの資料から数字のはっきり読み取れる宅地三百三拾坪弐合七勺、時

価金八百弐拾五円六十七銭也について考えてみたい。

　静岡在住の不動産鑑定士 J氏によると、平成 26 年度は路線価と売買価格は現在にお

いては標準地を基に計算され、伝馬町における標準地は、伝馬町9番地11の 158㎡（47.79

坪）であり、路線価は１㎡ 30 万円（坪単価 99 万 1 千 700 円）、地価公示価格は１㎡ 37

万 8 千円（坪単価 124 万 9 千 500 円）、さらに売買価格は１㎡ 39 万 7 千円（坪単価 131

万 2 千 300 円）である。

　宅地の価格は路線価で計算するのが妥当と考え換算してみると、明治 30 年の松本家

の宅地三百三拾坪弐合七勺は平成 26 年において 327,528,759 円と、資本金の内の宅地

部分だけにおいても３億円を超えた金額になる。

　このように現在の金額に換算してみると、当時においても『吾妻紺屋』の資本金はか

なり高額なものであったと判断できる。

　❖建物賃貸価格について

　これは当時の地価に対しての課税標準価格のことで、これに基づいて算定された価格

が七拾六円三十八銭である。明細書に詳しく記載されているが税率の高いことがわかる。

　この税金価格は、当時の小学校新任教員の約9，5か月分（月給8円、後述参照）にあたり、

教員では払いきれない、生活できない額のものであることは誰もが感じることであろう。

　❖従業者について

　まず従業員が 4名で、そのうち 3人が職人として営業している件である。

　今回用いた伝馬町を静岡宿と言っていた明治 17・8 年の頃の内容とされる『静岡町割

り図』には、静岡宿 109、松本銀蔵（男一人女三人、弟子男一人）と記載されているのだ。

住所の番地が違っているのは、区画整理があったためであるが、この時点での家族構成

は、松本銀蔵、養子として同居していた職人、祖母、実母、養女、そして弟子 1人であ

る。それがこの明治三十年の書類には従業員が 3人となり、営業のための労働力が強化

され営業規模が大きくなったことが分かる。

②固定資産の部

❖かつて営業されていた鷲巣家の『紺虎』もそうであったように、住まいと仕事場が別々

ながらも一つの大きな建物の中に共有されていた。松本家も同じような形態であったこと

がわかる。5坪の物置はかなり大きい。

❖藍瓶 20 個は相当な規模な設備である。藍瓶の数は、その紺屋の経営規模を表わすとい

われ、職人の全盛期と言われる江戸時代は紺屋もまた全盛を極めていた。当時の資料では、

藍瓶 2個を備えた紺屋が目にふれる。（『日本職人史序説』遠藤元男著）しかし松本家では

明治になってからの創業ながら、藍瓶 20 個備えていたということは、かなりの仕事量が
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あったのではないかと伺える。

　藍染は 13 世紀には専業化が始まり、藍瓶は 16 世紀までは地上に置かれていたが、17

世紀からは紺屋として町や村で居職経営がされると、瓶を土中に埋めたり囲いをつくった

りして藍染がなされていた。昨年お話を伺った由比の『正雪紺屋』も 30 個の瓶が並んで

埋められているスタイルであった。おそらく松本家も同様な形での藍場ではなかったかと

考えられる。

❖染瓶 10 個は、藍以外の染料を入れていたと考えられるが、すでに 17 世紀には、紫草を

染料とする紫師や紅花を染料とする紅師なども存在し、模様染めという染色がなされてい

たが、『紺銀』でも同じような仕事がなされていたことが見える。藍瓶と合わせると 30 個

の規模になり、営業は活気のあったものだろう。

❖形板 12 枚が設備されているということは、若いころからずっと染色をされ静岡市伝統

技術保持者である望月良氏（昭和 5年生）によると、「静岡で昭和の中頃まで京染めをし

ていたのは、安西の鷲巣家、伝馬町の松本家、新通りの伊藤家、馬淵の青山家の 4軒だっ

た。当時からこの型板で盛んに京染がされていたのですね。」と言われる。

　形板の大きさは幅 50 ㎝長さ 6ｍ弱、それに剣先約 10 ㎝弱が施された一枚板でできたも

のである。一反（37 ㎝× 13m）　の白生地を一枚の形板にぐるりと表裏に回して張りつけ、

そこに柄の型紙を置き型つけしていくのであるが、剣先部分で表と裏を送る高度な技術を

問われる作業になる。主として樅の木の節のない一枚板で作られた形板は、かなり高価な

ものである。今年 6月に訪れた東京江戸物語博物館の伝統工芸士から、「ここでも 30 年ほ

ど前に購入したことがあったが、当時約 40 万円ほどの値段ではなかったかと思います。

一生ものですからね。でももう今では手に入らないでしょう。」と話された。筆者が若い

頃勉強させていただいた主に暖簾・テーブルセンター・更に反物も染めていた工房には、

形板は 4枚あった。

❖釜は、白生地を生成するために、熱湯で煮て糊や汚れを落とし、その後布目をそろえて

乾かす作業に用いたものである。

❖諸器具の中には、“のり”を作る時の練り鉢や“豆汁”を作るときのすり鉢、型つけ用

のへらの類、防染や筒描き用の口金や筒等が考えられる。

③流通資本の部について

❖藍の購入に相当な額の金額が計上されている。当時の紺屋は藍染めが中心で、法被や暖

簾のいわゆる印物が紺屋の主な仕事であった。かつては藍の栽培から藍建、そして藍染と

の三工程あったが、此の頃は紺屋も専業化され、おそらく藍玉を購入していたものと思わ

れる。

❖灰は本藍を建てるのに用いられる。これは楢の木の木灰と考えられる。

❖生麩は、仕上げに染め上げたものに張りを持たせるために使われるが、主として絹物に

用いる。生麩を用いると、しっとり感のあるまた張りのあるものに仕上がる。京染の反物

の染色には欠かせない材料である。洗い張り・湯のし等用にも用いられ、おそらく松本家

もこのような仕事を請け負っていたのではないだろうか。

❖糊粉は、染色には欠かせない防染のための“のり”を作る原料である。

❖薪は、生活のための物だけではなく、白生地を生成するための燃料として用いられた。
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（4）明治 30 年ごろ当時の値段

　松本家の営業における金銭的な内容はどのような内容であったろうか。比較検討のためち

なみに『値段史年表』から当時の値段を抜粋してみると次のようであった。

　・明治 30 年　大工手間賃 66 銭　（東京における 1人 1日当たりの平均手間賃）　　　

　・明治 31 年　日雇い労働者の賃金 33 銭（全国における 1人 1日当たりの平均賃金）

　・明治 30 年　小学校教員の初任給 8円（月俸。諸手当を含まない基本給）　

　・明治 30 年　白米 1円 12 銭（東京における標準価格 10 ㎏当たりの小売価格上等酒）

　　　　　以上（『値段史年表』明治・大正・昭和（朝日新聞社）週刊朝日編Ｓ 63,6,30　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立中央図書館草柳大蔵書棚所蔵）

　・平成 26 年　小学校教諭初任給 199,700 円（月給。諸手当を含まない基本給）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県庁総務課給料担当者　　

　以上松本家に残る明治 30 年に営業名及び課税標準届として名古屋税務管理局長司税官岩

崎竒一宛に提出された書類から、その内容を分析してみた概要である。

　しかしこの書類の中に、藍染には欠かせない豆汁（ごじる）の原料である大豆や、“のり”

を作る時に用いる塩、そして型紙や型地紙購入の記録、また暖簾や法被等を染めるための布

地類の項目が見当たらないことに、やや疑問が残る。特に大豆は藍を布に定着させるための

豆汁（ごじる）をひくことが必須だからである。しかしながら塩等はほんの少々使用するだ

けであり、また型紙や布地等も、これまでのストックがあればあえてこの年に購入しなくて

も差し障りはないので、この年には購入しなかったということであろう。

　なお今回の資料において営業利益については記載されていないが、この記録された内容か

ら、従業員が発足当時から増えていることや藍瓶や形板の数が多いことが確認され、かなり

多くの需要に対応ができた充実した営業内容であったことが伺える。

　いずれにせよ、明治の中期にこのような紺屋が存在していたことを裏付けるこの資料は、

当時の紺屋の仕事内容や紺屋の規模を確認でき、静岡の貴重な染色文化の歴史の一端となろ

う。

５．まとめ

　

　今回図らずも手にした松本家に残る書類から何が見えてくるのか、松本家が営業していた

静岡の明治における紺屋の分布、そして又徳川家康時代の城下町における紺屋町の歴史的背

景をふまえた上で、『紺銀』松本家の分析に取り組んだ。それぞれの項で考察・検証を試み

てきたが、ここで簡略ながら次の 4点についてまとめてみたい。

　その一つは、紺屋が分散化され主として街道筋にあったことである。

　小野均氏の研究から、近世の城下町の建設に当たっては『専制的権力の発動による植民計

画』にのっとり、人為的にすでに準備された諸要素を組み入れて構築されていた。軍事的な

意味においても支配者側の統制上、意図的に「同業者集住制」がとられ、その下に配備され

た「紺屋町」であった。さらに「紺屋町」は全国の多くの城下町で一番多い「鍛治町」の次

にランク付けされた町であり、「紺屋」は城下町では欠かせない存在の職業であったのである。

そして少なからず徳川家康の駿府城下も例にもれず、「紺屋職人」は「同業者集住」の下御
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用染師として「紺屋町」で仕事をしていた。少なくとも慶長年間頃までは城下町の形態がと

られ「紺屋職人」はこの町に住んでいただろうと考えられる。しかし頼宣・忠長以降の城主

不在の駿府城下は政治的経済的機能を失い、天保年間にはすでに紺屋町に紺屋は存在してい

なかった。その後の荒れ果てた様子は、狐や狸、そして小和田氏が述べているように、熊ま

でも出るほど荒れた城下町になってしまっていたのである。

　歴史的資料を基に振り返ってみると、駿府の町は、徳川家康在城の頃・家康亡き後・そし

て明治維新と、時代の大きな流れの中で人口の急激な増減の変化を生み出し、人々の生活環

境は大きく変わっていくことになった。そのような中で「同業者集住制」は急速に崩壊し、「紺

屋」の存在の意味は大きく変わっていったのである。

　今回の調査で、明治時代にはその「同業者集住制」の形態は見事に崩れ、主として東海道

や、安西通り、久能に続く街道筋等に分散していたことが如実に現れていた。

　二つ目は「紺屋」と共に生きる呉服商・呉服太物商・仕立職・古着商等の関連業者がみえ

ることであった。静岡宿の中にもその様子が見られたが、静岡市全体の資料（資料 2）から

も紺屋の存在する町、或は紺屋がある近隣の町に、これらの関連業者が確認できる。特に、

呉服町・両替町・紺屋町・本通り沿い、新通り沿い、安西通りにおいては顕著である。城下

町に見られた「同業者集住制」が崩壊した後、「紺屋」が街道筋中心に分散化し、その「紺屋」

と共に生きる「異業者集住制」とでもいえるような形態が見えた。お互いのメリットを生か

しながらの新しい生き方がみえる。

　三つ目は駿府自慢の一つである「駿府用水」上に『紺銀』があった事実である。今回確認

できた明治の中期における 53 軒の紺屋の営業にあたっては、おそらくこの用水が大きく貢

献しているのではないかと思われる。駿府の町の、誇りのひとつであった「駿府用水」は、

常にきれいな水を保つために、汚水を出す職業集団の町は、流れの末端におかれていた。当

時の地図を確認すると、確かに紺屋町はその仕事の内容上、染料や“のり”を洗い流すた

め、町そのものはお城には近いものの、その後の水の流れは大里村へと続く農村地域に流れ

て行っていることがわかる。

　この用水路の真上に今回のテーマである松本家の紺屋があったのも驚きであった。

　そして最後に松本家の資料からの事実である。

　ここに記された備品や消耗品を細かく分析していくと、松本家が行っていた藍染と、筆者

が大学生であった昭和 40 年からおよそ 20 年余学んだ内容と、ほぼ同じではなかったかとい

うことがみえてくる。愛媛県の『地細工紺屋』若松家においては、江戸時代からの工程を今

日においてもなお引き継ぎ作業をされているが、数年前若松家の染色工程と筆者が学んだ工

程とを比較検討する機会を得た。その結果は遠く離れた愛媛県と、ここ静岡の地とほとんど

同じであった（『紀要』「江戸時代から続く四国・若松旗店染色工程の研究」H22）。すなわち『紺

銀』は江戸時代から明治へと転換していく大きな時代の流れの節目に、「旅籠」経営からこ

の日本の伝統的な仕事を引き継ぐ「紺屋」で活路を見出し、当時の資本金からも、また従業

員の数、藍瓶や染瓶の数からしても順調に成長していたことが理解できる。時代の先見性を

見抜いた見事な転換であったと言えよう。
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６．おわりに

　今回の研究において、図らずも多くの郷土史や古文書に触れることになったが、古文書の

知識を持ち得ない筆者にとっては、気の重い時間を費やすことになった。しかし先人研究者

の緻密で思わず唸るような手厚い深い研究の数々に触れることができ、多くの研究者が次の

時代へと繋ぐ努力を重ねられていることに感動の連続であった。

　『静岡市町名の由来』を出版された鈴木雄蔵氏は“静岡市民としては何はさて置いても、

古来の町名やその沿革、そして又古文書に記されている町名が、現在、何町のどの辺にあた

るのか位の手ずるは容易に調べ得られる位の資料は、大切に整理保存してもらいたいものと

念じてやまない。不肖私がなけなしの財布の紐を払い、私費を投じて本書を発刊するに至っ

た動機は、仮令貧弱にして不満足乍ら斬る機会にその一端を書き残し、郷土史研究の一助と

もなればと思い立ったからに他なりません。”（原文のまま P105）の言葉は、正に氏の郷土

への熱い心の叫びとも思える。

　奇しくも来年は徳川家康公没後 400 年を迎える。家康あっての駿府であり、その恩恵を多

く受けながらの今日の静岡でもあることを思うと、静岡市民の一人として鈴木氏の思いを真

摯に受け止め、今後も更に深く郷土の染色研究を続けて行こうという思いを強くしている。

　ところでこの研究を進めていく中で、明治 14 年 1 月 4 日“静岡花くらべ”と出会うこと

になった（『静岡市史史料』（静岡市企画部文書課市史編集室）　静岡県中央図書館臓）。

　今日でいう商工名鑑ともいえる静岡市内の大きな商家等を職業別に一覧表にしたものであ

る。そこに記載された業種は、医師、時計師、薬種店、茶肆、西洋裁縫店、魚店、靴屋、宿屋、

筆墨店、写真師、新聞売捌、呉服店、菓子店、舶来店（洋服店）、割烹店、遊芸稼人、酒肆、

蒸気問屋、鮓屋、鰻店、牛肉店、蕎麦店、理髪店、寄席、貸座敷、下等、芸妓、幇間、貸席、

浴楼、銭湯、劇場、引手茶屋、の 33 業種である。

　しかし、なぜかここに紺屋の業種が確認できない。どうして取り上げられなかったのだろ

うか。

　今回の調査からも藍瓶 20 個・染瓶 10 個をも備えた『吾妻紺屋・紺銀』が存在していたの

に、また幕末から明治にかけ『殿様紺屋』と言われていたほどの新間家があったのにも関わ

らず、「花くらべ」にこの紺屋という業種そのものが項目にないのは筆者としてはいささか

納得できない感はぬぐえない。

　かつて「紺屋」という職業が、駿府の城下町を構築する上でなくてはならない存在であり、

また屋敷を広げ、そこに「紺屋」を建てることはその家の幸せの象徴として“大黒様”と

いうわらべ歌の一節にまでなっていた（H25『紀要』「紺屋及び職人を取り巻く今日的課題」

p63）のに、もうすでに明治の頃には社会的存在感がなくなってしまったのだろうか。いや

今回の調査から職人を抱えての紺屋も 26％もあり、日常生活にも必然的な職業であったは

ず。なのに何とも空しい思いであった。そして今回多くの研究者の貴重な記述の中にも、残

念ながら静岡における「紺屋」関係の記述や記録に触れることはできなかった。

　そのような中で今回の松本家の資料は、ほんのわずかな記録ながらも、正に明治から昭和

末まで営業されていた松本家の、その瞬間ともいえる一時の紺屋の様子を表す貴重な資料の

一つであった。何とか後世にも伝えられていくことを念じてやまない。
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史や人々の様子を楽しくお話下さいました幸子様に、重ねて御礼申し上げます。また鷲巣昭

弘氏には、昨年より引き続き『紺虎』の取材調査にご協力頂きましたこと厚く御礼申し上げ

ます。

　最後に、本研究のため通常目にすることができない文献・資料を調達するにあたり、常葉

大学短期大学部附属図書館「之山文庫」並びに県立中央図書館の司書の皆様に大きなお力を

頂きました事深く感謝申し上げます。
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　（資料１）　　　　明治中期における静岡の紺屋一覧
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